





    

    ハートマーク


    

    作者：水岡 きよみ

    


    

    概要：体験をもとに突然ふっと出来上がった詩です。

直近の水岡作品のなかでは短い方だと思います

    




    









    ハートマーク
    手帳を彩る 色とりどりのハートマーク


毎月 15のつく場所に 貼られるこのシールは


かつて永遠(とわ)を約束した 愛の証


 


ずっと続くと 思っていた 暖かな愛は


いつまでも一緒だと 信じて疑わなかった かつての恋人は


いつから 心 離れていったのだろうか


いつのまに わたし 友達でも良い、と 恋人でなくて良い、と


 


きっと、彼が堕ちようが堕ちまいが わたしが目移りしようがしなかろうが


いづれは終りは来ていただろう 今なら思う


 


ずっと 変わらないと 一生ものの宝だと


かたくなに きっちりと 貼りつけてしまった


苦しくなるくらい 熱を帯びた 薄いフィルム


いつか 私に 同じくらいに 心のグラスを傾けるような


そんな日は、 来るのだろうか


 


涙  後悔  愛欲  親睦  誠実  猜疑  感動


さまざまな感情を与われ 失い そしてまた思い出し


ひとりさみしく 眺めながら


たいせつに たいせつに 胸にその欠片を かき集め


傷つかぬように ゆっくりと


   想いを、 はがす。







